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　我が国では、本年4月30日、「平成」というひとつの時代が終わ
り、新しい時代を迎えます。日本国内の農園芸は高齢化など、依
然として解決が難しい問題を抱えつつ、「IoTやAIの積極的利用」

「6次産業化の推進」「農産物の輸出強化」など新しい萌芽が感じ
られます。
　また、世界規模で発生している異常気象は、国内外の農業に影
を落としており、厳しい生育環境にも適応する高品質種子への
需要がますます高まってきております。
　このような状況の中、当第2四半期連結累計期間の業績は、天
候不順による国内小売事業の不振や、海外における一部品目の
出荷の後ろ倒しなどによって減収となりましたが、おおむね順
調に推移し、各利益項目につきましては、昨年7月に公表いたし
ました業績予想を上回りました。
　下半期に向けて、グループ社員全員が一丸となり、業績向上に
向けてまい進してまいりますので、ご指導ご鞭撻のほど、何とぞ
よろしくお願い申し上げます。

2019年2月

ごあいさつ

株主の皆さまにおかれましては、平素から格別のご高配を賜り、厚く御
礼申し上げます。
ここに当社グループ第78期第2四半期累計期間の業績ならびに通期の見
通しについてご報告いたします。

代表取締役社長
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一粒のタネに託された情熱
スローガン

すぐれた花・野菜品種の開発を通し、
世界の人々の生活文化向上に貢献する

1913年の創業から現在に至るまで、
時代背景は変わっても常に変わることがないのは、
私たちの「タネにかける情熱」です。
この情熱こそが、100年以上脈々と続いてきた
サカタのタネのＤＮＡ。
それが当社のグループスローガンである

「PASSION in Seed」です。
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連結財務ハイライト

売上高 営業利益

事業部別売上高構成比

経常利益

親会社株主に帰属する
当期純利益

一株当たり配当金

※第75期末は「特別配当2円」、第76期末は「特別配当3円」を含む。
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連結財務諸表
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

四半期連結貸借対照表の概要

四半期連結損益計算書の概要

 四半期連結キャッシュ・フロー計算書の概要
（単位：百万円）

連結損益計算書
売上高は前年同期比2.2％減の291億35百万円、営業利益は前年同期比
12.5％減の38億44百万円、経常利益は前年同期比7.4%減の43億２百万円、
そして親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比3.0%増の35億
61百万円となりました。

POINT

（単位：百万円）

（単位：百万円）

連結貸借対照表
総資産は主に現金及び預金の増加により前期比40億58百万円増の1,249億
26百万円、負債は主に未払法人税等の増加により前期比７億98百万円増の
220億11百万円となりました。

※税効果会計に係る会計基準一部改正により遡及適用後の数値を記載しております。
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 四半期連結キャッシュ・フロー計算書の概要

   役　　　　員 （2018年11月30日現在）   会 社 の 概 要 （2018年11月30日現在）

商 号

英 文 社 名
創 業 年 月 大正 2 年（1913年）  7月
設 立 年 月 昭和17年（1942年）12月
資 本 金 135億円
本 社 横浜市都筑区仲町台二丁目7番1号
従 業 員 数 638名（連結2,380名）

発行可能株式総数� 104,000,000株
発行済株式の総数� 48,410,750株
株　主　数� 20,064名

大　株　主

    株 式 の 状 況 （2018年11月30日現在）

株 主 名 持株数（株） 持株比率（％）
有 限 会 社 テ ィ ー エ ム 興 産 7,607,996 16.89

日本マスタートラスト信託銀行株式会社信託口 2,476,400 5.49

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 2,245,500 4.98

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 1,990,760 4.42

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社信託口 1,876,600 4.16

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社信託口９ 1,145,800 2.54

株 式 会 社 横 浜 銀 行 744,047 1.65

キ ッ コ ー マ ン 株 式 会 社 678,000 1.50

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社信託口５ 647,900 1.43

丸 一 鋼 管 株 式 会 社 600,200 1.33

（注）‌�当社は、自己株式3,372,736株を保有しておりますが、上記10位か
らは除外して記載しております。

代 表 取 締 役 社 長 坂　田　　　宏

常 務 取 締 役 内　山　理　勝

常 務 取 締 役 加々美　　　勉

常 務 取 締 役 本　田　秀　逸

取 締 役
上 席 執 行 役 員 金　子　英　人

取 締 役
上 席 執 行 役 員 宇治田　明　史

取 締 役
上 席 執 行 役 員 黒　岩　和　郎

取 締 役
上 席 執 行 役 員 古　木　利　彦
取 締 役（ 社 外 ） 菅　原　邦　彦
取 締 役（ 社 外 ） 井　原　芳　隆
常 勤 監 査 役 遠　田　光　雄
監 査 役（ 社 外 ） 長谷川　　　上
監 査 役（ 社 外 ） 沼　田　安　功

上 席 執 行 役 員 中　井　智　二
上 席 執 行 役 員 米　本　丈　夫
上 席 執 行 役 員 齋　藤　弘　佳
執 行 役 員 黒　木　達　司
執 行 役 員 三　浦　高　明
執 行 役 員 高　宮　　　全
執 行 役 員 土　門　賢　一
執 行 役 員 榎　本　真　也
執 行 役 員 川　村　　　学
執 行 役 員 小　津　聡　子

会社概要／株式の状況
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News

1 商品ラインアップが充実
特にリクエストが多かった
オリジナル種子の取り扱いが充実。

2 視認性、機能性を強化
サイトの見やすさ・わかりやすさだけでなく、「こだわり検
索」や「種まきカレンダー」といったお役立ち機能も充実。

3 会員特典の刷新
オンラインショップに会員登録するだけで受けられ
る割引やポイントサービスに加え、ご利用状況に応じ
たランクアップ制度を導入。

2018年12月に、『園芸通信オンラインショップ』を大幅にリニューアルし、
新たに『サカタのタネ オンラインショップ』をオープンしました。ぜひご利用ください！

https://shop.sakataseed.co.jp/

野菜や花などの品目別に検索メニュー
が切り替わります。

まきたい時期に地域別で品種を見つけ
出すことができます。

「ランクアップ」制度
お買い上げ金額に応じて会員ランクが決定し、 
ランクに応じたお得な特典をご用意しております。
※�2017年12月以降に「サカタ友の会」に入会・更新されたお客様は、

2018年12月から1年間、無条件でゴールド会員となります。レギュラー会員

ゴールド会員

「商品お値引き」サービス
野菜・草花のタネが10％割引
球根・苗木類・ガーデニング用品が5％割引
※タネの一部、ヘルシー便、一部対象外商品を除きます。

「ポイント」サービス
レギュラー会員：100円（税込）=1ポイント
ゴールド会員　：100円（税込）=2ポイント

「サカタのタネ オンラインショップ」を

リニューアルオープン！
パソコン

からはもちろん
タブレットや

スマートフォンからも
ご利用いただけます

お買い上げ

8,000円（税込）以上で

送料無料!!

※画面はイメージです。
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育種品目を増やすだけではなく、耐病性のある品種の開発や新たな育種工学、
野菜栽培の適応性試験なども行える新農場を建設する機運が盛り上がり、
1971年6月、千葉県に国内向け野菜育種の中核を担う「君津育種場」を開設した。
主力の野菜部門が移った長後試験場は茅ヶ崎試験場や園芸部、苗木生産部の 
一部が異動し、花きを中心とする育種場に変わった。

君津育種場が開設されたころ、当社のF₁野菜が次々にヒットし、国内外で 
“野菜のサカタ”の知名度を上げていた。

最初の大ヒットは、ブロッコリーの「グリーンデューク」だった。1969年から
台湾の渓北農場近隣で委託生産した種子は全量アメリカへ輸出された。 

「グリーンデューク」はアメリカ国内で販売されたF1品種としては二番手だった
が、青果物が高品質であること、従来品種の2倍以上の収量があることなどが
評価された。また、種子の安定供給を可能にした、生産技術の確立もこれを後
押しした。この出来事をきっかけに現地へ生産拠点を移し、新品種開発と採種
技術の改善を続けた結果、当社のブロッコリーは以後40年以上の間、世界市場
の5割を超えるシェアを占めている。

2つ目のヒットはアメリカから導入した画期的に甘いトウモロコシ「ハニー
バンタム」だ。1974年から青果店の店頭に並べられ、その甘みは都市部の消費者
の味覚を魅了した。

3つ目のヒットは、1972年に発売したF₁ホウレンソウ「アトラス」。べと病や立ち
枯れ病に強いヨーロッパ系ホウレンソウと、日本の代表的なホウレンソウを交配し
た結果誕生した「アトラス」は耐病・多収性の新品種として脚光を浴びた。

F₁野菜の新品種を次々に発売、国内外の市場と業界をリードしてきた当社は、
1973年8月に創業60周年を記念して三郷試験場で「フィールドデー」を開催した。

サカタのタネ ルーツを探る！

君津育種場

ハニーバンタム　

「君津育種場」を開設し、野菜の育種をさらに強化

温故知新 物 語 3 - 後 編

ハニーバンタム
 レッテル1

グリーンデューク

アトラス

ハニーバンタム 
レッテル2
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Topics

〒224-0041　横浜市都筑区仲町台2-7-1
TEL 045-945-8800㈹

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は5分程度です。

株主の皆さまの声をお聞かせください

https://www.e-kabunushi.com
アクセスコード  1377 いいかぶ 検索検索

●アンケートのお問い合わせ 
  「e -株主リサーチ事務局」

TEL： 03-6779-9487（平日 10：00～17：30）
MAIL：info@e-kabunushi.com

ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝（図書カード500円）を進呈させていただきます

●アンケート実施期間は、本書がお手元に到着してから約2ヶ月間です。

※本アンケートは、株式会社 a2media（エー・ツー・メディア）の提供する
「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。
（株式会社 a2mediaについての詳細 https://www.a2media.co.jp）

※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させていただき、事前の承諾なし
にこれ以外の目的に使用することはありません。 （1809）

（ご注意）
株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他各種お手続き
につきましては、口座を開設されている証券会社等にお問い合わ
せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱
いできませんのでご注意ください。なお、未受領の配当金につき
ましては、三菱UFJ信託銀行の本支店でお支払いたします。

事 業 年 度
配 当 金 受 領 
株 主 確 定 日
定 時 株 主 総 会
株主名簿管理人
特 別 口 座 の 
口 座 管 理 機 関
同 連 絡 先 
 

 
 
 

上場証券取引所
公 告 の 方 法

6月1日〜翌年5月31日
期末　  5月31日　 
中間　11月30日
毎年8月下旬
三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社 

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部 
東京都府中市日鋼町1-1 
電話0120-232-711（通話料無料）
郵送先  
〒137-8081  
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株 主 メ モ 当社では、株主の皆さまはもとより、
お客様の満足度向上を目指し、

「お客様相談室」を設けております。
お客様相談室

TEL 045-949-8137
（受付時間：平日  午前9時〜午後5時）

造園緑花事業の新子会社「サカタのタネ グリーンサービス」発足

https://www.sakata-greenservice.co.jp/

　2018年11月1日、造園緑花事業の新子会社「サカタのタネ グリーンサービス株
式会社」（代表取締役社長　岩井雅彦）が発足しました。植物のプロであるサカタの
タネを親会社に持つ強みを生かし、新しいサービスを展開していきます。同社は
10月31日付にて、株式会社日産クリエイティブサービスからグリーンサービス
事業と指定管理者事業および人員を譲り受け、11月1日にサカタのタネから造園
緑花事業と人員を移管し、両社の事業が統合されて営業をスタートいたしました。
　「サカタのタネ グリーンサービス株式会社」は、オリジナル植物の供給から、 
設計・企画・施工・管理まで全てに対応できる、従来にない新しいビジネスモデルを
掲げて、既存のお客様に対してより付加価値の高いサービスを提供するとともに、
新規顧客の開拓を積極的に進めてまいります。まずは2025年の売り上げ目標を
50億円に設定し、造園業界のリーディングカンパニーを目指してまいります。

同社ホームページ※�一般的には「緑化」ですが、当社では強みである花も取り入れた緑化に取り組んで
いるため、伝統的に「緑花」とし、「緑」と「花」の文字を当てはめています。


